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◉第67回中小企業団体福井県大会を開催

◉特集「省エネ対策のポイント（第2回）」

◉組合TOPICS
　 福井県麺類業生活衛生同業組合
　 福井県維持建設協同組合
　 福井県スケルトン事業協同組合

福井県中小企業団体中央会福井県中小企業団体中央会
https : //www.chuokai-fukui.or.jp /https : //www.chuokai-fukui.or.jp /
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第67回中小企業団体福井県大会を開催

小規模事業者連携促進事業の取組み

ふくい青年中央会　活動紹介　

第75回中小企業団体全国大会宮城大会開催

第76回中小企業団体全国大会福井大会の開催が決定

福井県商店街振興組合連合会　●小浜駅通り商店街振興組合

中央会事業活用事例紹介

組合TOPICS ●福井県麺類業生活衛生同業組合

 ●福井県維持建設協同組合

組合TOPICS　●福井県スケルトン事業協同組合

第10回　職員コラム

組合運営Q＆A

令和5年度会員実態調査-2　調査報告

【特集】省エネ対策のポイント（第2回）

Collaborate Fukui  No.191contents

ふくい青年中央会が「未来
のお仕事フェスタ」を開催。
多くの家族連れが来場し、
子どもたちがお仕事体験を
しました。 （P3に掲載）

表 紙



去る10月25日（水）、ザ・グランユアーズフクイ・天山にて第67回中小企業団体福井県大会を開催しました。
初めに、稲山幹夫・会長より「経済活動は回復基調にあるといわれているが、エネルギーコストの高止ま
り、人件費の上昇、そして慢性的な人手不足など業種・業態によって差はあるものの、経営環境は依然とし
て厳しく、先行きに対する不透明感は増している。中央会においては、会員組合を通じて県内企業の経営状
況を把握するとともに、業種や企業の実情に応じ、課題解決にむけた支援を進めている。本日、中小企業対
策に関する要望事項を報告するが、今後国や県に対し、要望等を行っていく。また、後ほど報告があるが、
北陸新幹線開業に合わせ、来年10月に本県において、中小企業団体全国大会を開催する運びとなった。開
催に向け、会員組合の皆様にはご協力をぜひともお願いしたい。」と開会挨拶があり、中村保博・福井県副知
事からは表彰者に対するご祝辞を頂戴しました。

表彰式では、勤続30年以上の優良従業員17名に副知事より福井県知事感謝状が授与され、勤続10年、
15年、20年、25年以上の優良従業員52名には中央会会長表彰が授与されました。また、以下の優良組合3
団体、組合功労者6名、中央会優秀専従者1名が会長表彰を授彰されました。

第67回中小企業団体福井県大会を開催第67回中小企業団体福井県大会を開催

▲中村副知事▲稲山会長

中央会優秀専従者

優 良 組 合（順不同）

福井北部機械工業協同組合
鯖江商業協同組合

福井県石油商業組合

組合功労者（順不同・敬称略）

協同組合福井県建築設計監理協会	 理 事 長	 佐々木　基　之
南越地区生コンクリート協同組合	 理 事 長	 上　木　雅　晴
企業組合ハンドメイド風ふう	 理 事 長	 森　塚　美智子
福井県中央トラック事業協同組合	 事務局長	 石　田　浩　美
福井医療福祉事業協同組合	 事務局長	 落　谷　義　行
福井県屋外広告美術協同組合	 事 務 局	 高　崎　由　紀

総務企画課　　企画主査　　岩　元　寿　憲
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県大会においては、来賓としてご臨席いただいた福井県産業労働部　伊万里部長、近畿経済産業局　細川
産業部長にご祝辞を賜りました。次いで、本会江端誠一郎専務理事より今年度の中小企業対策に関する要望
事項の説明を行いました。

次いで、記念講演として福井県未来創造部　藤丸部長に「北陸新幹線開業とふくいのまちづくり」をテーマ
にご講演いただき、閉会としました。 

要　　望

　原材料費やエネルギーコスト、人件費の上昇など、中小企業・小規模事業者が山積する経営課題に
的確に対応しながら、事業の継続に取り組み、成長と分配の好循環が実現するよう、ここに要望を行う

1　賃上げ等に対応するための一層の価格転嫁対策と環境の整備
1　人手不足や事業所の減少を食い止める生産性の向上と総合的な労働支援
1　中小企業組合が取り組むリスキリング・スキルアップの推進
1　役割が多様化する中小企業組合への一層の支援
1　北陸新幹線開業後を見据えた商業・サービス業への支援強化
1　中小企業団体全国大会福井大会の開催への支援

▲優良組合
　福井北部機械工業協同組合
　澤田 常夫　理事長

▲組合功労者
　協同組合福井県建築設計監理協会
　佐々木 基之　理事長

▲組合功労者
　福井県中央トラック事業協同組合
　石田 浩美　事務局長

◀中村副知事、稲山会長、
　表彰者の皆さま
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福井県内の中小企業組合数が減少傾向の中、当会では中小企業組合制度の普及を軸として、今年度から小
規模事業者連携促進事業に取り組んでいます。本事業では、中小企業組合制度の自由さをより活かした組合
の設立と職員の設立支援スキルの向上を目標に掲げ、行政等へのアンケート調査、ヒアリング調査、他県中
央会及び組合の視察、中小企業組合制度活用講座の開催等を実施しています。

現在までの取り組み
◦行政（県、県内全市町各セクション：約200先）へのアンケート調査
◦行政（県、県内全市町各セクション：約16先）へのヒアリング調査
【内　容】
任意組織（事業者連携体、市民活動グループ）の把握状況の確認
特定地域づくり事業協同組合制度への関心の有無
◦他県中央会・組合視察
【視察先】
神奈川県中央会（2組合）、静岡県中央会（3組合）
【内　容】
特出した個の力を持つ指導員の連携手法、組織全体で取り組む連携手
法、IoT・輸出・農業・介護等の共同事業に取り組む組合を視察。どれ
も福井県にはなく、新鮮さや面白さ、学びが多くあった。
◦中小企業組合制度活用講座の実施
【対　象】
事業者連携体（福井市2件、若狭町1件）・大樹生命保険株式会社（福井支社、県内4営業部）・商工会指導員

会員青年部のPRや、子どもたちに多彩な仕事を
体験してもらい、様々な職業に憧れを抱いてもら
うため、10月22日（日）、福井県産業会館2号館に
て「未来のお仕事フェスタ」を開催しました。ふく
い青年中央会に加盟する29組合青年部のうち16組
合の出展、来場者数が約5,500人となり大勢の参
加者で盛り上がりを見せました。

主な出展内容
◦オリジナルペンスタンド製作体験（福井県機械工
業青年会）
◦手漉き和紙体験（越前和紙青年部会）
◦特殊自動車乗車体験（福井県電気工事工業組合青
年部、福井県造園業協同組合青年部会）
　など様々な業種・業界の技術力や中小企業の魅
力発信を目的としたお仕事体験

小規模事業者連携促進事業の取組み小規模事業者連携促進事業の取組み

▲福井県造園業㈿青年部会 ▲福井県中央トラック事業㈿青年部会

▲福井県板金(工)青年部 ▲福井県左官(工)青年部

▲中小企業組合制度活用講座の様子
（上：制度説明+組合事例紹介

　 下：共同事業を考えるワーク）

ふくい青年中央会　活動紹介ふくい青年中央会　活動紹介

〜中小企業組合制度の自由さをより活かした組合設立を目指して〜

〜未来のお仕事フェスタ2023を開催〜
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「第75回中小企業団体全国大会」が10月

11日、「仙台国際センター 展示棟」（宮城県

仙台市）において開催され、宮崎厚生労働

副大臣、伊藤宮城県副知事、杉田仙台市経

済局次長、関根株式会社商工組合中央金庫

代表取締役社長等のご臨席の下、全国から

中小企業団体の代表者約2,000名が参集し

ました。

本大会は、佐藤宮城県中小企業団体中央

会会長が議長に、稲山本中央会会長、尾池北海道中央会会長がそれぞれ副議長に選任されて議事が進行し、

「中小企業・小規模事業者等の危機的状況の克服、成長促進支援等の拡充」、「中小企業・小規模事業者の実

態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進」、「中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える

環境整備」など13項目を決議しました。小谷野埼玉県中央会会長の意見発表の後、本大会の意義を内外に表

明するため、朝比奈宮城県中小企業団体青年部連絡協議会会長が「大会宣言」を高らかに宣しました。

これと併せて、本大会では、優良組合（44組合）、組合功労者（74名）、中央会優秀事務局専従者（26名）の

表彰が執り行われ、本会からは優良組合として福井県中古自動車販売商工組合、組合功労者として福井県屋

外広告美術協同組合　山口昇行前理事長が表彰を受けました。心よりお祝い申し上げます。

第75回中小企業団体全国大会宮城大会開催第75回中小企業団体全国大会宮城大会開催

▲福井県中古自動車販売商工組合　松本理事長 ▲福井県屋外広告美術協同組合　山口前理事長
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優良組合等の表彰後、来年の全国大会が

令和6年10月24日（木）に福井県において

開催することが発表され、大会旗が森全国

中央会会長から稲山本中央会会長へ継承

されました。福井県では北陸トンネル開通

を記念して開催された昭和37年の第13回

大会以来、62年ぶり2度目の開催となりま

す。第76回大会は令和6年3月16日の北陸

新幹線福井・敦賀開業に合わせて開催しま

す。新時代に向けてスタートする“幸福度

日本一”の我が福井県に全国の方々においでいただき、県内の中小企業組合や中小企業、小規模事業者のみ

ならず、本県の産業や観光拠点、新たな福井駅前の姿などを全国に発信したいと思っております。

県中央会会員組合の皆様には、来年の福井大会に是非ともご参加いただきますようよろしくお願いいたし

ます。

第76回中小企業団体全国大会福井大会の開催が決定第76回中小企業団体全国大会福井大会の開催が決定

▲第76回中小企業団体全国大会福井大会リーフレット
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小浜駅通り商店街振興組合では、商店街や個店をPRしようとショート動
画の制作に取り組んでいます。福井県商店街振興組合連合会の商店街活動
包括支援事業を活用して、SNSの運用等のサポートを行っている事業者か
ら指導を受け、現在17本の動画を制作（令和5年10月30日現在）。制作した
動画をTikTokの「はまかぜTikTokおやじ」のアカウントで投稿しています。
商店街では、70代や80代の店主が多く、このままでは廃業による空き
店舗・空き家が増加すると不安視した理事長は、商店街を多くの方に知っ
ていただき、「おもしろい商店街がある」「自分もこの商店街で何かやってみ
ようか？」「チャレンジ出店してみようか？」と関心が寄せられるようにする
にはどうしたらいいかと考え、この取組みを始めました。また、個店のユ
ニークな動画等を投稿することにより、商店街を応援してくださるファン
の獲得を目指しています。
動画再生回数が増えるよう、フォロワー数の多いアカウント等を参考に
しながら試行錯誤しておもしろい動画の投稿を続けていますので、気に
なった方はぜひ「はまかぜTikTokおやじ（＠hamakaze.st）」をフォローして
みてください！

福井県商店街振興組合連合会福井県商店街振興組合連合会
小浜駅通り商店街振興組合が動画で商店街・個店をPR小浜駅通り商店街振興組合が動画で商店街・個店をPR

「令和5年度取引力強化推進事業」
組合の事業活性化を目的にチラシやパンフレット等を制作

あわら市ゆ～ｉ夢カード協同組合では、昨年度にポイントシステム（端末機）を刷新し、ポイント
カードをＱＲコード方式に移行しました。加えて、スマートフォン対応のアプリを導入し、組合が実
施する各種イベントの情報、組合員店舗からのお得な情報、クーポンの受け取り、さらに組合員店舗
のホームページのリンクを貼ることで詳しいお店の情報等を顧客が閲覧できるような仕組みをつくる
など販売促進を行ってきまし
た。今回、当組合ではポイン
トカード事業活性化を目的に、
ポイントカードシステムやア
プリをPRするようなチラシや
組合加入促進パンフレットの
制作に取り組みました。

制作したパンフレット▶

中央会事業活用事例紹介中央会事業活用事例紹介
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10月18日（水）、グランディア芳泉において、25年ぶり4度目となる全国麺類飲食業者福井大会が開催され、
来賓を含め全国から約330名が出席しました。本大会の準備・運営について福井県麺類業生活衛生同業組合が担
当しました。大会長挨拶では宝山理事長より「福井県は来年春の北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、各所で活気
づいている。麺類組合が担当する食の分野でも福井県が誇る在来種そばを全国の方に知ってもらい福井県に足を
運んでもらうため、“香福の極み・越前蕎麦”のキャッチフレーズを作り、蕎麦のブランディングを強化してい
る。また、コロナ禍で全国の仲間と会えなかったことから、今回多くの方に参加いただき組合の良さを再認識で
きた。“明日に向かってつなご
う絆を“の大会テーマの下、組
合の絆を更に深めていきたい」
旨の挨拶がありました。また、
本大会に合わせて落語家　瀧
川鯉昇師匠によるふくいとそ
ばを題材にした落語や福井商
業高校JETSによるパフォーマ
ンスにより会場内は盛り上が
りを見せていました。

福井県維持建設協同組合では、毎年11月に福井市役所前通りの雨水桝清掃ボランティア活動に取り組んでい
ます。今年は11月18日（土）に実施されました。
当組合の前身は、昭和63年に福井市下水道部と共に、よりよい下水維持管理を目指すことを目的に設立され

た福井市維持建設協会です。その後、平成10年12月に同協会を解散し、当組合を設立しました。現在の組合員
は13社で、組合では鉄蓋などの下水関連資材の共同購入や下水道維持のための勉強会、展示会出展といった事業
を行っています。
当該ボランティア活動は、秋の落葉が雨水管渠を詰まらせてしまうことで発生する下水道処理負担や集中豪

雨時の浸水被害を軽減するために始めました。例年、各組合員の経営者から従業員まで役職や年齢も幅広く参加
し、15名程で取り組んでいます。作業内容は、歩道の落葉を箒で集め、強力吸引車（4ｔ車）にて雨水桝内のごみ
と集めた落葉の吸引清掃です。組合として社会貢献活動に取り組むことで、行政や市民との信頼関係の構築に繋
がっています。

福井県麺類業生活衛生同業組合

福井県維持建設協同組合

～第89回全国麺類飲食業者福井大会が開催～

～雨水桝清掃ボランティア活動～

組合 TOPICS

▲福井県麺類業生活衛生同業組合
　宝山理事長

▲落語家　瀧川鯉昇師匠
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今回の職員コラム、総務
企画課の芹澤がトリを担当
します。まだまだ若手のつ
もりでいたのですが、気が
付けば勤続年数(だけ)が一番
長い職員となってしまいま
した。いまだ自覚なく、お
叱りを受ける日々です。
人生においても、まだま
だ先は長いですが折り返し
地点に差し掛かっておりま
す。定年延長など働く期間は伸びそうですが(雇ってもらえれば)、自分のセカンドステージはどんなものになるのか、
少し気になりはじめました。
ライフワークになりそうなものは、入職以来26年間関わらせて頂いている、ショッピングセンター“福井方式”。多く
の皆さまの記憶にいまだ鮮明に残っている“ショッピングタウンピア”をはじめ、福井の商業者たちが先を見据えて、自
ら協同組合を立ち上げ、大手と互角に戦えるショッピングセンターを開発したのが“福井方式”。誕生から間もなく50年
が経過しようとしています。
現在これからの“福井方式”を、関係の皆様と検討を始めていますが、なぜ“福井方式”が誕生したのか、福井県商業は
どういう変遷をたどって来たのか、福井県商業に関するまとまった資料がないことに気づき、纏め始めています。“福井
方式”の現在・過去・未来、草創期に指導員として関わり、現在御年86歳の師匠の背中を追いたいと思っております。

第 10 回第 10 回

職員コラム職員コラム 総務企画課　課長　芹澤　利幸

「人生の折り返し地点⁉」

組合 TOPICS

▲先人たちがどう“福井方式”を築いたか、
未来はどうなる？、纏めるのは大仕事。

▲5月の“ピアフェス”。パネラーとして登
壇。1日限りのピア復活は、大盛況でした。

10月19日（木）・20日（金）に福井県産業会館で行われた「北陸技術交流テクノフェア2023」に福井県スケルト
ン事業協同組合が、スケルトン防災コーティングの認知活動の一環として出展しました。2日間合わせて約30名
の方がブースに訪問し、剥落対策工に興味を持つ企業との出会いがありました。

※スケルトン防災コーティングとは
従来工法では、コンクリート等の躯体自体に異常をきたした場合、広範囲の表面保護を撤去しなければ異常範
囲の特定ができませんでしたが、本工法では、透明特殊コーティング材とガラス連続繊維シートの使用により高
透明性・高強度が実現でき、躯体表面の変状の目視確認が可能となりま
す。本工法により変状が発生した箇所をピンポイントで発見できるよう
になり、小範囲での再補修が可能になります。

組合の担当者は、「地震や台風などの自然災害が増え、老朽化してい
るコンクリート建造物の整備が急務となっている。また、建築資材価格
が高騰していることから建造物を補修し、長く使うことでコストダウン
にもつながる。スケルトン防災コーティングの有用性について多くの方
に知っていただき、積極的に活用いただきたい。また、当組合ではスケ
ルトン防災コーティング以外にも建造物の塗装補修ができるので、老朽
化した会館等の施設があればご相談いただきたい」と語られました。

福井県スケルトン事業協同組合

～北陸技術交流テクノフェア2023に出展～
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＆Q A 組合からよくご質問をいただく組合
運営に関する事項について解説します！

組 合 運 営

Q

A 組合における積立金には、法定利益準備金と定款の規定による特別積立金及び任意積立金
があり、繰越金には法定繰越金である教育情報費用繰越金があります。これらの積立金・繰
越金は組合の定款と出資総額を踏まえて、積み立てる・繰り越すの判断が必要となります。

利益準備金

損失のてん補にあてるために法律上の義務として積み立てる利益準備金のことです。定款
で定める額（定款参考例では出資総額の2分の1に相当する金額に達するまで積み立てるよう
規定されています。）に達するまでは、当期純利益金額の10分の1以上を必ず積み立てること
になっています。
ただし、ここでいう当期純利益金額とは、前期繰越損失がある場合には、これをてん補し
た後の金額となりますので、繰越損失が当期利益を上回っている場合には積立ては行わず、
繰越損失のてん補後に残余がある場合にのみ積み立てます。

特別積立金及び任意積立金

定款で規定して積み立てるものを特別積立金、総会の議決によって積み立てるものを任意
積立金といいます。特別積立金は、損失のてん補に充てることを主たる目的とした積立金のこ
とです。損失がある場合は、損失をてん補したあとの特別積立金の残余が、出資総額に相当
する金額を超える部分については、損失のてん補以外の支出に充てることができます。任意
積立金は、例えば〇〇周年記念事業にあてるなど特定の目的のために積み立て、剰余金処分
により積み立てるものです。

教育情報費用繰越金

組合員の事業に関する経営及び技術の改善向上又は組合事業に関する知識の普及を図るた
めの教育及び情報の提供に関する事業（＝教育情報事業）を行う組合は、当期純利益金額の
20分の1以上を翌事業年度に必ず繰り越すことになっています。この繰越金が教育情報費用
繰越金と呼ばれ、その使途は教育情報事業の経費に限られており、他に流用することは認め
られません。

組合会計における積立金、繰越金について教えてほしい。必ず積み立て、繰り越さなけれ
ばならないものなのか。
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直近3年間の組合員数の推移は、「横ば
い」（51.1％）が最も多く、次いで「減少傾向

（41.4％）、「増加傾向」（7.5％）となっている。
増加傾向の理由としては、「知人または組合から
の勧誘・周知」が40.0％と最も多く、次いで「共同
事業への参加」（35.0％）、「情報交換・交流・連携」
（10.0％）となっている。
一方、減少傾向の理由としては「廃業」が49.2％と
最も多く、次いで「事業縮小」（18.3％）、「組合加入
メリットの減少」（10.0％）の順となっている。

調査概要

【対　象】 会員組合278組合
【期　間】 令和5年7月19日（水）～令和5年8月31日（木）
【方　法】 調査票を郵送し、FAXおよびGoogleフォームにて調査票を回収
【回答率】 回答数：188組合、回答率：67.6％

調査報告

令和5年度会員実態調査-2 調査報告令和5年度会員実態調査-2 調査報告

本調査は、本会会員組合の現状を把握し、
適切な組合支援を行うための基礎資料とすることを目的に実施しました。
会員組合の皆さま、調査へのご協力誠にありがとうございました。

増加傾向
7.5%
増加傾向
7.5%

減少傾向
41.4%
減少傾向
41.4%

横ばい
51.1%
横ばい
51.1%

【増加の理由】

0 10 20 30 40 50（%）

共同事業への参加

情報交換・交流・連携

知人または組合からの勧誘・周知

会社の信用力向上のため

各種共済・保険加入のため

その他

35%

10%

40%

5%

0%

10%

0（%） 10 20 30 40 50

【減少の理由】

廃業

倒産

事業縮小

組合加入メリットの減少

組合との意見不一致

組合員の業種変更

組合地区外への転出

除名

その他

49.2%

4.2%

18.3%

10%

1.7%

3.3%

0%

1.7%

11.7%

■ 直近3年間の組合員数の推移

　組合の状況について
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直近3年間の財務状況については、「横ば
い」（55.4％）が最も多く、次いで「悪化（低調）」

（32.8％）、「堅調（好調）」（11.8％）となっている。
堅調（好調）の要因としては、「事業収入の増加」が
76.0％と最も多く、次いで「賦課金額の増加」及び
「補助金の増加」（8.0％）となっている。
一方、悪化（低調）の要因としては「事業収入の減
少」が43.9％と最も多く、次いで「組合員の減少」
（23.4％）の順となっている。

現在実施している共同事業については、「共同購買」（18.4％）が最も多く、次いで「教育情報事業」
（12.3％）、「共同販売」（10.1％）となっている。また、直近3年間の財務状況について事業収入の増加

が要因として堅調（好調）と回答した組合が実施している共同事業をみると、「共同購買」が21.2％と最も多
く、次いで「共同受注」（13.5％）、「共同販売」（11.5％）の順となった。

堅調（好調）
11.8%
堅調（好調）
11.8%

悪化（低調）
32.8%
悪化（低調）
32.8%

横ばい
55.4%
横ばい
55.4%

【堅調（好調）の理由】

0（%） 10 20 30 40 50 60 70 80

76%

8%

8%

0%

8%

事業収入の増加

賦課金額の増加

補助金の増加

組合員施設の売却（除却）

その他

0（%） 10 20 30 40 50

【悪化（低調）の理由】
事業収入の減少
賦課金額の減少
組合員の減少
売掛金の回収難

借入金の返済が大きい
組合施設等の維持・修繕費の増加

その他

43.9%

23.4%
15%

1.9%
0.9%

10.3%
4.7%

0（%） 5 10 15 20

18.4%
12.3%

10.1%
9.0%
8.5%

7.2%
7%

4.7%
3.8%
3.6%
2.9%
2.7%
2.5%
2.2%

1.3%
1.1%
1.1%
0.9%
0.7%

共同購買
教育情報事業（人材育成・情報提供等）

共同販売
福利厚生
共同受注
共同宣伝
その他

調査・研究
外国人技能実習生の受入

共同生産
市場開拓
共同運送
団体協約
共同加工
共同金融
共同保管

高速道路利用料金共同精算
労務管理
共同検査

0（%） 5 10 15 20 25

共同購買
共同受注
共同販売

教育情報事業
その他

福利厚生
共同生産
市場開拓

調査・研究
外国人技能実習生の受入

共同加工
共同保管
共同検査
共同宣伝
団体協約

21.2%
13.5%

11.5%
9.6%
9.6%

7.7%
5.8%

3.8%
3.8%
3.8%

1.9%
1.9%
1.9%
1.9%
1.9%

■ 現在実施している共同事業について ■ 事業収入の増加により直近3年間の財務状況が
■ 堅調（好調）と回答した組合の共同事業について

　組合の共同事業について

■ 直近3年間の財務状況について　
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一部の組合員が
利用している
21.7%

一部の組合員が
利用している
21.7%

その他
1.7%
その他
1.7%

組合員が幅広く
利用している
30.9%

組合員が幅広く
利用している
30.9%

約半数の組合員が
利用している
9.7%

約半数の組合員が
利用している
9.7%

全組合員が
利用している
36.0%

全組合員が
利用している
36.0%

0（%） 5 10 15 20 25 30

28.2%

27.6%

19.4%

7.6%

7.3%

6.4%

1.8%

1.5%

0.3%

事務局

理事会

理事長

執行部

担当理事

委員会・部会

有志組合員

青年部・若手組合員

その他

【全組合員が利用している】

0 5 10 15 20 25 30 35 40（%）

理事会

理事長

事務局

委員会・部会

担当理事

執行部

青年部・若手組合員

有志組合員

35.1%

21.6%

20.7%

8.1%

7.2%

6.3%

0.9%

0%

0（%） 5 10 15 20 25 30

共同事業の有利性の低下

事業利用の特定組合員への偏り

事業を利用する組合員の減少

共同施設・設備の老朽化・陳腐化

その他

企業単独で取引する方が有利

27.2%

21.2%

20.1%

18.5%

8.7%

4.3%

■ 共同事業の利用状況

■ 主たる共同事業における課題

■ 共同事業を主導している機関

共同事業の利用状況については、「全組合員
が利用している」が36.0％と最も多く、次い

で「組合員が幅広く利用している」（30.9％）、「一部
の組合員が利用している」（21.7％）となった。

共同事業を主導している機関は「事務
局」が28.2％と最も多く、次いで「理事会」
（27.6％）、「理事長」（19.4％）となった。

共同事業を主導している機関と
共同事業の利用状況の関係性をみ

てみると、「全組合員が共同事業を利用
している」と回答した組合は、共同事業
を理事会主導で実施している割合が多
いという結果になった。
また、「組合員が幅広く利用してい
る」「約半数の組合員が利用している」
「一部の組合員が利用している」と回答
した組合は、事務局主導で共同事業を
実施している割合が多かった。

主たる共同事業における課題
は、「共同事業の有利性の低下」が

27.2％と最も多く、次いで「事業利用の
特定組合員への偏り」（21.2％）、「事業
を利用する組合員の減少」（20.1％）の順
である。
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0（%） 5 10 15 20

組合員の事業承継
組合員の協調性・参加意識の低下

組合員の業況不振
組合員の世代交代
役員の高齢化

役員のなり手不足
組合員間の規模・業績格差の拡大

事務局人材の不足
組合員の業態変化

意思決定が迅速にできない
その他

解散を検討している

19.6%
14.8%

13.8%
12.4%

11.1%
8.2%

5.8%
5.0%

3.2%
2.6%
2.1%

1.3%

0（%） 5 10 15 20

19.7%
16.8%

14.9%
14.1%

12.7%
9.7%

5.1%
4.1%

1.1%
1.1%
0.8%

組合運営
他組合の活動
先進組合事例
経済情勢

中小企業施策
中央会事業の案内、報告

SDGs
BCP・事業継続力強化計画

専門家のコラム
その他

青年中央会（組合青年部）の活動

■ 組合の運営面における課題

0（%） 5 10 15 20

新規組合員の増強
既存事業の強化拡大

組合活動に対する意識改革
財政基盤の強化
新規事業の開発
情報発信の強化

事務局の充実・強化
外部機関との連携
定款・規約等の整備

執行部の強化
その他

独立事務所の確保

19%
16.3%

13%
11.1%

10.3%
9.2%
8.7%

7.3%
2.4%

1.1%
1.1%

0.3%

■ 組合の運営強化のため今後取り組みたい事項

■ 中央会からの情報提供、情報誌掲載内容への要望

　組合の運営について

組合の運営面における課
題では、「組合員の事業承

継」が19.6％と最も多く、次いで
「組合員の協調性、参加意識の低
下」（14.8％）、「組合員の業況不
振」（13.8％）となった。

組合の運営強化のため
の今後取り組みたい事項

については、「新規組合員の増
強」が19.0％と最も多く、次いで
「既存事業の強化拡大」（16.3％）、
「組合活動に対する意識改革」
（13.0％）となった。

中央会が会員組合に提
供する情報について、ど

のような内容を求めているかを
聞いたところ、「組合運営」が
19.7％と最も多く、「他組合の
活動」（16.8％）、「先進組合事例」
（14.9％）となった。

今回の調査結果を受け、今
後の組合支援、情報誌やメー
ルマガジンの発行に役立てて
いきたいと思います。
ご意見をいただいた皆様、
ありがとうございました。
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一般社団法人ふくいエネルギーマネジメント協会　事務局

前回は省エネの基本の基、電気料金の仕組みをご紹介しました。
第2回は、エネルギーの管理についてご紹介します。省エネ対策では、なかなか目に見えないエネルギー
を見える化し、どのように管理していくかを考えることが大切です。

1．エネルギー使用量の見える化
一言にエネルギーといっても、電気、重油や灯油、ガスなど、いろんな種類があります。まずは、これら
の請求書や検針票、測定記録等から、どのエネルギーが、いつ、どれだけ使用されたかを確認します。使用
量をグラフ化してみると、当然、波もありますが、多いなと感じる月もあります。月毎だけでなく、毎日の
時間毎の使用量のピークや変化も確認できるとよいでしょう。

2．エネルギー管理が大切
エネルギー使用量は、生産量や売上高、入込客数などの相関関係の高い数字（原単位）で割ることによっ
て、単位あたりのエネルギー使用量が明らかになります（原単位管理）。エネルギー使用量の総量だけではな
く原単位管理や前年同月対比も合わせて行い、さまざまな角度で見ることが大切です。
見える化したデータからムダやムラがないか確認をします。見える化したデータの前年度同月対比や原単
位管理により、その差が何なのか原因を確認し、ムダやムラの改善がエネルギー管理の第一歩です。
また、サーモカメラやCO₂濃度計、照度計などを用いることで、普段、見えない温度や湿度、明るさな
ど、空調や照明管理の重点を知ることができます。

3．エネルギーの見える化で、みんなで省エネ実践
人がいないけど、照明が点灯したまま、でも大したことではないし。。。そんな経験は誰もが持っていると
思います。省エネへの取組みは担当者任せ、誰かの仕事ではなかなか進みません。全員が自分ごとの意識を
もってみんなで取組むことが大切です。
エネルギーの見える化ができたら、できるだけ従業員に周知しましょう。
例えば、誰にも身近なスーパーマーケット。年間約2,000万円の電気代がかかっています。従業員の皆さ
んが、年間、そして1日いくらの電気代なのかを知っているのと知らないのではおのずと行動も変わってき
ます。それぞれが照明を消すことなど、もったいないを改善することで少しでも経費削減につながり、利益
が向上する、そういった好循環につながります。

省エネ対策のポイント省エネ対策のポイント（3回シリーズ）（3回シリーズ）

第2回 第2回 エネルギーの管理～見える化、そして実践～エネルギーの管理～見える化、そして実践～
特 集

■コンプレッサの電力消費を見える化したことで、消し忘れ（無駄）を発見
　「省エネガイドライン（眼鏡製造）」より抜粋
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4．省エネの実践
①第1段階（お金をかけずに、しっかり管理して無駄や過剰をなくす）
・空調。冷蔵庫の設定温度、照明の明るさを抑える
・コンプレッサの圧力を下げる、ボイラの空気比を調整する　　など
②第2段階（小さな投資、一部の改善で効率をアップする）
・保温カバー等で無駄な放熱を抑える
・照明をLEDに切り替える、あまり人が通らないところには人感センサを付ける　　など
③第3段階（大きな投資でプロセスを改善する）
・古い設備を高効率機器に更新する
・作業工程を見直す（連続運転、工程の省略等）

5．業種別省エネガイドラインのご紹介
協会では、福井県からの委託を受けて14業種を対象に省エネガイドラインを作成しました。身近なとこ
ろから実践できる対策をはじめ、空調や照明、設備の改善対策などを紹介しています。詳しくは県ホーム
ページからダウンロードしてご確認ください。
第3回は業種毎、設備毎の補助金についてご紹介する予定です。お楽しみに。

一般社団法人ふくいエネルギーマネジメント協会
〒910-0005 福井県福井市大手3丁目1番13号
TEL.0776-50-2808　FAX.0776-31-2900
support@fema-fukuene.com　　http://fema.jp/
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福井本社／〒918‐8108 福井市春日3丁目620番地　　　　　TEL.（0776）35‐3333㈹
東京本社／〒169‐0075 東京都新宿区高田馬場1丁目21‐13　TEL.（03）3200‐7777㈹
E-mail kawadaya@ruby.ocn.ne.jp

ココロを表現する

想像力が色づく

豊かな感性と確かな技術。

大樹－KB－2023－48

●特　色
１事業主が負担する掛金は加入従業員１人あたり月額
30,000円まで損金計上可能（所得税法施行令第64条・
法人税法施行令第135条）
　2023年3月現在の税制に基づいた記載です。今後税制
改正が行われた場合には記載の内容と相違する場合があ
ります。

２掛金納入月数60月以上の従業員が死亡以外の事由によ
り退職した場合、年金による受取が可能

※詳しくは、福井県中小企業団体中央会の退職金共済規程
および特定退職金共済制度パンフレットを必ずご覧くだ
さい。

資料の請求とお問い合わせ

中央会の

特定退職金
共 済 制 度

大樹生命保険株式会社

福井県中小企業団体中央会 ☎（0776）23‐3042

福井市大手3丁目12‐20 冨田第一生命ビル3階

地震危険補償特約で
万が一に備えましょう！
地震危険補償特約で
万が一に備えましょう！
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第67回中小企業団体福井県大会を開催

小規模事業者連携促進事業の取組み

ふくい青年中央会　活動紹介　

第75回中小企業団体全国大会宮城大会開催

第76回中小企業団体全国大会福井大会の開催が決定

福井県商店街振興組合連合会　●小浜駅通り商店街振興組合

中央会事業活用事例紹介

組合TOPICS ●福井県麺類業生活衛生同業組合

 ●福井県維持建設協同組合

組合TOPICS　●福井県スケルトン事業協同組合

第10回　職員コラム

組合運営Q＆A

令和5年度会員実態調査-2　調査報告

【特集】省エネ対策のポイント（第2回）

Collaborate Fukui  No.191contents

ふくい青年中央会が「未来
のお仕事フェスタ」を開催。
多くの家族連れが来場し、
子どもたちがお仕事体験を
しました。 （P3に掲載）

表 紙



中央会ふくい No.191
C o l l a b o r a t e  F u k u i  2 0 2 3 . 1 1

◉第67回中小企業団体福井県大会を開催

◉特集「省エネ対策のポイント（第2回）」

◉組合TOPICS
　 福井県麺類業生活衛生同業組合
　 福井県維持建設協同組合
　 福井県スケルトン事業協同組合

福井県中小企業団体中央会福井県中小企業団体中央会
https : //www.chuokai-fukui.or.jp /https : //www.chuokai-fukui.or.jp /


